神奈川県ジュニアリーダー大会第二回　プロ②会議報告【第二回】
日時：’06年8月24日（木）19時～21時

場所：ケンタッキーフライドチキン藤沢南口店

出席：（プロ②担当）小池、池西、神名部、栁下

　　　（担当外）大将

内容：

1） 前回全体会議の内容確認

2） プロ③からのプロ②に対する要望の確認

前回の全体会議を踏まえ、プロ③担当者よりプロ②に対して要望事項があるとのことなので、それの確認。

＜要望事項＞

・プロ①、②の振り返りの時間をプロ②の最後に入れて欲しい

→プロ②が終わった時点で参加者が「何だか今日のプログラムはいつもと同じ事をやっているケド、いつもと何かが違う！？」っていう状況にしたいので、振り返りの時間を作った方がプロ③がスムーズに進む。

→最後の30分ほど時間を使い、フィードバックしてもらうようにする。
・経験の少ない中学生にしてみたらプロ①と②に共通点を見出すのは容易ではないはず。今回の大会は中学生の参加が多いのでプロ①と②で共通点を見つけやすいようにして欲しい。
　　→プロ①と調整しながら進めていきたい。

3） プロ②の内容
前回の全体会議では、プロ①はいつもやっているようなレクの中で工夫を見せていく、プロ②は参加者が「ココでコレはできないよ!!」と思っているものを工夫をすることで可能なことにすると決まりました。

ですが、ここで突拍子もないものをやりすぎると参加者の中にはそれを工夫と捉えられず、まったく新しいものとして記憶してしまうのでは？

　→ある程度、”核”があるようなものを作っていきましょう。

と言っても候補も何もなかったので、可能・不可能は全く考えずＳＴＡＦＦでやりたいことを前回の全体会議で出たものを踏まえ挙げなおしてみました。
＜プログラム候補＞

体育館なのに○○シリーズ（体育館では考えられないようなもの）

　山登り、ボールの無いボーリング、まくらなげ、サーフィン、花火、

ドミノの無いドミノ倒し、鬼ごっこ　等
色々候補は出ましたが、プロ②で工夫を伝える手段（ツール）として鬼ごっこに決まりました。
　　『鬼ごっこ』
　　　　参加者は「2時間も鬼ごっこなんて飽きてしまう」等をぼやくだろうと思いますが、

　　　　プロ②が終わったときに「あれ？2時間も鬼ごっこやってましたか？」って疑問を抱いてもらうようなプログラムにする。

そして最後のフィードバックで「2時間も時間があったのに鬼ごっこ一つでなぜかずっと楽しい♪」って思ってもらう。そうすれば工夫に気付くのではなかろうか。

○鬼ごっこで工夫すると？（先ほど同様、挙げてみました）

　　鬼ごっこリレー、（バスケコート等の）線の上だけで鬼ごっこ、範囲を決めて鬼ごっこ、二人三脚で鬼ごっこ、ムカデリレーで鬼ごっこ、電車ごっこで鬼ごっこ、色鬼、高鬼、手つなぎ鬼、普通(?)の鬼ごっこ、氷鬼、警泥、しっぽ取り、全員鬼ごっこ、ゾンビ、騎馬戦鬼ごっこ、ペンギン鬼ごっこ、ほふく前進鬼ごっこ、逆立ち鬼ごっこ、笛鬼、ドッチビー鬼ごっこ、ジャンケン鬼ごっこ、ケンケン鬼ごっこ
· 色々ある鬼ごっこでも一つ一つに理由（ねらい）があれば工夫に気付きやすい。

　　もちろんただ楽しいからでは駄目。

　　例）何で範囲を決めて小さくしたりするのか？→○○○

4） 次回の全体会議までの宿題

・プロ②のタイムテーブルを各自考えてくる。（小池、池西、神名部）

・フィードバックの仕方・進め方を考えてくる。（栁下）

☆この報告書に関するお問い合わせ等は栁下までお願い致します。☆
